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山
や ま が た

縣副代表によるワークショップ「ツナミリアル」
の様子。言葉だけでなく、絵なども用いながら、子
どもから大人まで理解しやすい形で伝えています。

語り部として活動する高校３年生の吉田美
み

彩
さ

さん。
防災を自分のこととして考え、行動する大切さを
伝えています。

加
者
自
身
が
体
験
者
の
行
動
を
想
像

し
、
考
え
る
こ
と
を
重
視
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
講
師
を
務
め
る

の
は
、
当
時
、
教
師
や
会
社
員
、
主

婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
被
災
し

た
メ
ン
バ
ー
で
す
。
参
加
者
の
年
齢

や
立
場
に
近
い
語
り
部
が
語
る
こ
と

で
、
震
災
の
出
来
事
を
「
自
分
事
」

と
し
て
受
け
止
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
防
災
と
は
、
災
害
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
」。 

大
須
さ
ん
の

こ
の
信
念
の
も
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
最
後
に
は
、
現
実
の
自
分
に
立

ち
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
備
え
を
考
え

ま
す
。 

短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
明
日

か
ら
の
行
動
を
変
え
る
「
生
き
る
力
」

を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

石
巻
か
ら
全
国
へ

　大
須
さ
ん
は
、
消
防
庁
の
「
防
災

意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
講
師

と
し
て
県
外
で
震
災
の
実
体
験
や
教

訓
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
先
に

描
く
の
は
、
石
巻
や
宮
城
が
全
国
か

ら
人
が
集
ま
る
「
防
災
・
減
災
の
学

び
の
拠
点
」
と
な
る
未
来
で
す
。

　「震
災
遺
構
に
、
多
く
の
人
が
命

の
守
り
方
を
学
び
に
来
る
。
そ
し
て

訪
れ
た
人
は
地
域
の
食
や
文
化
に
触

れ
、
町
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
循
環
が
、
伝
承
活
動
を
支
え
る

力
に
な
る
」
と
大
須
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
震
災
の
学
び
と
地
域
経
済
が
結

び
つ
く
持
続
可
能
な
仕
組
み
こ
そ
、

復
興
の
そ
の
先
に
あ
る
地
域
の
姿
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
関
わ
れ
る
伝
承
の
形

　発
災
か
ら
15
年
。
今
、課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
伝
承
の
担
い
手
の
確

保
で
す
。
大
須
さ
ん
は
「
無
理
を
し

て
続
け
る
伝
承
で
は
、
長
く
は
続
か

な
い
」
と
語
り
ま
す
。
仕
事
や
子
育

て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
時
に
、
で

き
る
形
で
関
わ
る
。
そ
の
緩
や
か
な

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　伝
承
は
、
決
し
て
特
別
な
人
だ
け

の
役
割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
語
り

部
」
と
身
構
え
ず
、「
あ
の
日
、
お

母
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
、

年
に
一
度
で
も
家
族
に
語
る
こ
と
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
震
災
の
記
憶
を

未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
震

災
の
記
憶
を
悲
し
み
だ
け
で
終
わ
ら

せ
な
い
。
未
来
の
命
を
守
る
た
め
の

「
希
望
の
学
び
」
へ
。
―
―
石
巻
か

ら
の
発
信
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
き
ま
す
。

命
を
守
る
震
災
伝
承

石
巻
を
学
び
の
拠
点
に

石巻市震災遺構
ホームページFacebook

一般社団法人　石巻震災伝承の会
門脇小学校 館長 リチャード・ハルバーシュタットさん（英国出身）
発災当時、英国大使館から帰国を勧められる中、被災地支援を続けたいとの思いから
日本に残ることを決意。現在は、自身の体験と教訓を英語と日本語で伝え続けています。

石巻市震災遺構　大川小学校
同法人が管理運営する、石巻市のもう一
つの震災遺構。

門脇小学校の館内ではオリジナルグッズ
なども販売。購入が支援につながります。
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活
動
の
原
点

　
法
人
の
歩
み
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
災
直
後
、
石
巻
地
域
の
復
興
を

願
う
有
志
が
集
ま
っ
た
勉
強
会
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
元
で
起
き
た
被
災
の
現
実
を
、

地
元
の
人
が
自
ら
の
言
葉
で
語
り
、

防
災
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
地
域

に
根
ざ
し
た
形
で
次
の
世
代
へ
伝
え

て
い
く
―
―
。
そ
れ
こ
そ
が
自
分
た

ち
の
役
割
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思

い
を
共
有
し
た
約
10
人
の
メ
ン
バ
ー

で
、平
成
31
年
４
月
、任
意
団
体
「
石

巻
震
災
伝
承
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
支
援
へ
の
感
謝
で
す
。
そ
の
思
い

を
胸
に
、
命
を
守
る
知
恵
と
震
災
の

記
憶
を
、
未
来
へ
と
つ
な
ぎ
続
け
て

い
ま
す
。

震
災
遺
構
を
拠
点
に
教
訓
を
発
信

　
令
和
3
年
9
月
に
は
法
人
化
し
、

現
在
は
、
石
巻
市
震
災
遺
構
「
門
脇

小
学
校
」
と
「
大
川
小
学
校
」
の
指

定
管
理
グ
ル
ー
プ
の
代
表
団
体
と
し

て
、
施
設
の
管
理
運
営
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
来
館
者
へ
の
ガ
イ
ド
も

行
い
、
震
災
の
記
憶
を
「
学
び
」
と

し
て
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
法
人
の
大
き
な
特
徴
は
、
一
つ
の

組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
で
防
災

や
伝
承
活
動
に
取
り
組
む
団
体
や
個

人
が
集
ま
る
「
集
合
体
」
で
あ
る
こ

と
で
す
。
日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
が
各
地

で
活
動
し
、
そ
こ
で
得
た
経
験
や
知

見
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
震
災
の
教

訓
を
立
体
的
か
つ
多
角
的
に
語
り
継

い
で
い
ま
す
。

想
像
力
が
命
を
救
う 

　
　
　
　「ツ
ナ
ミ
リ
ア
ル
」

　
東
北
大
学
の
佐
藤
翔し

ょ
う

輔す
け

准
教
授

の
監
修
で
開
発
し
た
防
災
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ツ
ナ
ミ
リ
ア
ル
」
は
、
法

人
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。
単
に
体

験
談
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、「
も
し
、

あ
の
震
災
を
体
験
し
た
ら
？
」
と
参

県政運営の基本指針「新・宮城の将来ビ
ジョン」に基づき、各分野で魅力的な活動
を展開する県内の企業や団体などを紹介
するコーナーです。今回のテーマは「震災・
復興」。石巻市で震災伝承活動を行う一般社団法人石巻震災伝
承の会の代表を務める大須武則さんにお話を伺いました。

新・宮城の将来
ビジョンシリーズ

ともに創ろう、
躍進する宮城の未来

第　回25

株式会社三陸河北新報社に在
職中、東日本大震災を経験。
その後、復興・防災・伝承に
携わり、地域に寄り添い続け
ています。
新聞記者として長年現場を取
材してきた経験を生かし、石巻
から全国へ、未来の命を守る
知恵と震災の記憶を発信して
います。

一般社団法人 石巻震災伝承の会
代表理事　大須 武則　さん

津波火災の被害を伝える全国唯一の震災遺構。当時、
学校にいた児童は避難により命を守ることができまし
た。避難の大切さを伝える学びの場です。

石巻市震災遺構　門
かどのわき

脇小学校 震
災
の
記
憶
を
、

未
来
の
命
を
守
る
力
へ
。


